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千住の酒合戦に由来する掛け軸　谷文晁「酒宴図」…　　　アヤセカメラコレクション２　綾瀬
駅のあゆみと路線の変化…　　　足立二丁目庚申祭・二〇二五…

　

郷
土
博
物
館
で
は
、
酒
井
抱

一
や
谷
文
晁
と
い
っ
た
地
域
ゆ

か
り
の
絵
師
た
ち
に
対
す
る
調

査
を
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
調

査
は
、
地
域
の
各
家
々
の
伝
来

資
料
や
記
録
に
対
す
る
検
証
を

基
本
と
し
つ
つ
、
各
地
に
所
在

す
る
美
術
作
品
の
情
報
を
広
く

持
つ
古
美
術
商
の
方
々
か
ら
も

適
宜
情
報
を
集
め
、
知
ら
れ
ざ
る
地
域
ゆ

か
り
の
作
品
の
探
索
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
、
古

美
術
商
の
保
管
す
る
作
品
を
調
査
す
る
過

程
で
、
千
住
の
酒
合
戦
に
由
来
す
る
谷
文

晁
の
作
品
「
酒
宴
図
」
（
図
１
）
が
新
た

に
発
見
さ
れ
、
令
和
七
年
、
郷
土
博
物
館

の
所
蔵
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
回
は
、

こ
の
新
発
見
の
地
域
ゆ
か
り
の
美
術
作
品

「
酒
宴
図
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

■
「
酒
宴
図
」
の
概
要　

「
酒
宴
図
」
は
、

縦
一
三
四
・
二
セ
ン
チ
、
横
三
一
・
〇
セ

ン
チ
の
画
面
に
、
多
く
の
人
々
が
振
る
舞

わ
れ
る
酒
を
飲
ん
で
楽
し
む
様
子
を
描
い

た
一
幅
の
掛
け
軸
で
す
。
画
面
右
上
に
高

い
台
に
乗
せ
ら
れ
た
大
き
な
酒
樽
が
あ
り
、

呑
み
口
（
酒
を
出
す
た
め
の
口
）
か
ら
流

れ
出
た
大
量
の
酒
が
そ
の
下
の
大
釜
で
温

め
ら
れ
て
、
釜
の
側
に
立
つ
人
物
が
客
の

盃
に
柄
杓
で
注
い
で
い
ま
す
。
そ
し
て
、

温
め
た
酒
を
湯
桶
（
ゆ
と
う
）
に
入
れ
て

大
勢
の
客
に
振
る
舞
い
、
客
た
ち
が
そ
の

酒
を
楽
し
む
様
子
が
描
か
れ
、
最
下
段
で

は
場
面
が
変
わ
っ
て
、
馬
を
引
い
て
や
っ

て
き
た
人
物
と
、
酒
宴
に
誘
っ
て
い
る
の

か
、
そ
れ
を
迎
え
て
右
側
を
指
さ
す
人
物

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

不
思
議
な
酒
樽
か
ら
注
が
れ
続
け
る
酒

を
楽
し
む
人
々
の
群
像
図
で
あ
り
、
そ
の

左
上
に
は
こ
の
図
に
合
わ
せ
た
狂
歌
「
酒

呑
め
ば 

い
つ
も
心
は
春
め
き
て 

借
金
取

も
鴬
の
聲
」
が
文
晁
の
筆
で
記
さ
れ
、

「
文
晁
酔
書
（
朱
文
重
郭
方
印
「
画
學
斎

印
」
）
」
の
署
名
が
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
「
酒
呑
め
ば
」
の
狂
歌
は
文

晁
の
創
作
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
古
典

落
語
「
穴
ど
ろ
」
に
も
登
場
す
る
な
ど
江

戸
時
代
当
時
か
ら
広
く
知
ら
れ
て
い
た
狂

歌
で
あ
り
、
本
図
の
内
容
に
適
合
す
る
も

の
と
し
て
文
晁
が
選
定
し
て
、
画
賛
と
し

て
添
え
た
も
の
と
見
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
本
作
で
は
、
狂
歌
の
下
に
記
さ

れ
た
署
名
の
他
に
も
う
一
か
所
、
酒
樽
の

表
面
に
「
文
」
の
字
と
、
「
晁
（
ち
ょ

う
）
」
の
音
と
通
じ
た
「
蝶
」
の
絵
を
描

く
こ
と
で
「
文
晁
」
と
す
る
署
名
（
図

２
）
が
記
さ
れ
て
お
り
、
文
晁
の
洒
落
と

遊
び
心
を
垣
間
見
せ
ま
す
。

■
千
住
の
酒
合
戦
と
の
関
係　

一
見
す
る

と
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
酒
宴
の
風
景
を
描
い
た

一
図
で
す
が
、
本
図
に
は
元
と
な
る
図
像

が
存
在
し
ま
す
。
そ
れ
が
、
文
化
十
二
年

（
一
八
一
五
）
に
千
住
宿
で
行
わ
れ
た
千

住
の
酒
合
戦
の
記
録
絵
巻
「
高
陽
闘
飲
図

巻
」
（
こ
う
よ
う
と
う
い
ん
ず
か
ん
）
中

小
林　

優

千
住
の
酒
合
戦
に
由
来
す
る
掛
け
軸

谷
文
晁
「
酒
宴
図
」

新
収
蔵
資
料
紹
介

図１ 谷文晁「酒宴図」
文化14年(1817)以降　紙本淡彩　
当館蔵

P3P3
P1P1

P4P4



令和８年２月 足 立 史 談 第 696号（２）

に
描
か
れ
た
図
像
で
す
。

　

千
住
の
酒
合
戦
は
、
千
住
宿
の
飛
脚
問

屋
、
中
屋
六
右
衛
門
の
還
暦
を
祝
い
、
千

住
の
文
人
で
あ
る
坂
川
屋
鯉
隠
が
世
話
人

と
な
っ
て
開
催
さ
れ
た
催
事
で
す
。
近
隣

の
酒
豪
を
募
っ
て
酒
量
を
競
い
、
併
せ
て

千
住
の
人
々
と
親
し
い
交
友
を
結
ん
で
い

た
酒
井
抱
一
・
亀
田
鵬
斎
・
谷
文
晁
と
い

っ
た
著
名
な
文
人
た
ち
が
賓
客
と
し
て
招

か
れ
、
会
の
様
子
を
観
戦
し
ま
し
た
。
そ

し
て
そ
の
終
了
後
、
招
か
れ
た
文
人
た
ち

が
詩
文
や
画
に
よ
っ
て
酒
合
戦
の
次
第
を

書
き
、
一
巻
の
記
録
絵
巻
と
し
て
構
成
さ

れ
た
の
が
「
高
陽
闘
飲
図
巻
」
で
す
。

　

こ
の
「
高
陽
闘
飲
図
巻
」
の
中
で
、
文

晁
は
娘
婿
の
一
世
谷
文
一
と
共
に
酒
合
戦

全
体
の
様
子
を
記
録
画
「
酒
戦
図
」
と
し

て
描
い
て
い
ま
す
。
「
酒
戦
図
」
は
、
酒

豪
た
ち
が
飲
み
競
べ
を
す
る
会
場
の
様
子

か
ら
、
桟
敷
席
で
抱
一
ら
賓
客
が
そ
れ
を

見
物
す
る
姿
を
描
き
、
続
い
て
酒
豪
に
饗

す
る
料
理
を
準
備
す
る
台
所
の
様
子
と
い

っ
た
裏
方
の
様
子
へ
と
移
っ
て
、
最
後
に

飲
み
競
べ
参
加
者
以
外
の
多
く
の
人
々
に

も
酒
が
振
る
舞
わ
れ
る
様
子
ま
で
を

描
い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、
今
回
紹
介
す
る

「
酒
宴
図
」
を
見
る
と
、
右
上
の
酒

樽
こ
そ
新
た
に
加
え
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
も
の
の
、
酒
を
温
め
る
釜
の
部

分
か
ら
、
そ
れ
を
柄
杓
で
客
に
注
ぐ

人
物
、
湯
桶
で
酒
を
配
り
、
そ
の
酒

を
楽
し
む
人
々
の
一
群
と
、
馬
を
連

れ
た
人
物
ま
で
、
そ
の
構
成
や
各
人
々
の

姿
勢
ま
で
も
が
、
「
酒
戦
図
」
の
後
半
部

分
（
図
３
）
と
一
致
す
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
す
な
わ
ち
「
酒
宴
図
」
は
、
「
酒

戦
図
」
の
図
像
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
つ
つ
、

本
来
は
絵
巻
の
横
構
図
で
あ
っ
た
図
像
を

掛
け
軸
の
縦
構
図
へ
と
再
構
成
し
て
描
か

れ
た
、
「
酒
戦
図
」
の
派
生
的
作
品
で
あ

る
と
言
え
る
の
で
す
。

　

「
高
陽
闘
飲
図
巻
」
は
、
文
化
十
四
年

（
一
八
一
七
）
に
行
わ
れ
た
第
二
回
の
酒

合
戦
（
会
場
は
千
住
仲
町
の
源
長
寺
）
と

併
催
さ
れ
た
新
書
画
展
観
会
で
お
披
露
目

さ
れ
、
そ
の
後
、「
酒
戦
図
」前
半
部
分
の
み

を
取
り
出
し
た
一
枚
摺
の
摺
物
も
含
め
て
、

複
数
の
異
本
や
模
本
が
作
成
さ
れ
た
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
多
く
の

異
本
・
模
本
の
図
像
が
「
酒
戦
図
」
前
半

の
会
場
で
の
飲
み
競
べ
の
情
景
を
欠
か
す

こ
と
な
く
、
千
住
の
酒
合
戦
の
記
録
画
と

し
て
の
役
割
を
維
持
し
て
い
る
の
に
対
し
、

本
図
「
酒
宴
図
」
は
、
そ
の
前
半
部
分
を

あ
え
て
除
き
、
人
々
が
振
る
舞
わ
れ
る
酒

を
楽
し
む
後
半
部
分
の
み
を
取
り
出
し
て

再
構
成
す
る
こ
と
で
、
本
来
の

図
像
か
ら
酒
合
戦
の
記
録
画
的

側
面
を
排
し
、
特
定
の
出
来
事

の
図
で
は
な
い
、
よ
り
広
義
の

「
酒
宴
」
の
図
像
へ
と
変
化
さ

せ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　

そ
し
て
こ
れ
は
、
千
住
の
酒

合
戦
を
き
っ
か
け
に
形
作
ら
れ

た
図
像
が
、
文
晁
の
中
で
「
酒

宴
」
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
素
材
と

し
て
定
着
し
、
以
降
の
作
画
に

活
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
ま
す
。
「
酒
宴
図
」
は

ま
さ
に
、
文
晁
に
よ
る
千
住

の
酒
合
戦
の
観
戦
と
、
記
録
画

「
酒
戦
図
」
の
制
作
と
い
う
経

験
の
先
に
描
か
れ
た
、
地
域
の

歴
史
・
文
化
と
深
い
繋
が
り
を

持
つ
一
作
と
言
え
る
の
で
す
。

　

「
酒
宴
図
」
は
、
郷
土
博

物
館
令
和
七
年
度
企
画
展
「
千

住
・
足
立
の
文
化
遺
産
展 

後
期

　

狩
野
派
・
谷
派 

絵
師
た
ち
の

残
し
た
模
写
・
絵
手
本
」
（
二

月
十
四
日
〜
四
月
十
二
日
）
で

初
公
開
し
ま
す
。
そ
し
て
、
こ

う
し
た
地
域
ゆ
か
り
の
美
術
作

品
は
、
未
だ
各
地
で
多
く
眠
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
郷
土
博

物
館
で
は
今
後
も
、
調
査
を
継

続
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

（
郷
土
博
物
館 

学
芸
員
）

図２ 酒樽に記された「文」
と蝶の絵による署名部分

図
３ 

「
高
陽
闘
飲
図
巻
」
よ
り 

谷
文
晁
・
一
世
谷
文
一

　
　

「
酒
戦
図
」
（
後
半
部
分
）　

　
　
　

文
化
十
四
年（
一
八
一
七
）頃　
紙
本
着
色　
個
人
蔵
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足
立
史
談
六
九
二
号
に
て
、
ア
ヤ
セ
カ

メ
ラ
（
綾
瀬
三―

一―

一
〇
）
さ
ん
よ
り

ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
写
真
資
料
「
ア
ヤ
セ

カ
メ
ラ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
紹
介
し
ま

し
た
。
今
回
は
、
綾
瀬
駅
の
変
化
を
捉
え

た
写
真
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
鉄
道
関
係

の
雑
誌
な
ど
も
参
照
し
な
が
ら
、
綾
瀬
駅

の
あ
ゆ
み
や
、
期
待
さ
れ
た
役
割
を
辿
っ

て
い
き
ま
す
。

■
綾
瀬
駅
の
開
業

　

今
日
、
綾
瀬
駅
に
は
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
各
駅

停
車
と
東
京
メ
ト
ロ
千
代
田
線
が
乗
り
入

れ
、
令
和
六
年
時
点
で
の
乗
降
者
数
は
一

日
平
均
三
八
四
、
五
五
四
人
と
、
東
京
メ

ト
ロ
が
公
表
す
る
、
駅
別
乗
降
者
数
ラ
ン

キ
ン
グ
で
は
渋
谷
駅
・
池
袋
駅
に
次
ぐ
第

三
位
で
す
（
「
各
駅
の
乗
降
人
員
ラ
ン
キ

ン
グ
」
東
京
メ
ト
ロ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
。

二
〇
二
六
年
一
月
二
十
一
日
閲
覧
）
。
そ

ん
な
綾
瀬
駅
の
開
業
は
、
昭
和
十
八
年

（
一
九
四
三
）
四
月
一
日
に
遡
り
ま
す
。

綾
瀬
駅
開
業
に
深
く
関
わ
っ
た
の
が
、
都

立
江
北
高
校
の
前
身
で
あ
る
、
東
京
府
立

第
十
一
中
学
校
で
す
。
第
十
一
中
学
は
、

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
に
東
京
市
赤

坂
に
て
開
校
し
、
昭
和
十
五
年
に
現
在
の

西
綾
瀬
（
当
時
は
五
兵
衛
町
）
の
地
に
移

転
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
頃
、
学
校
の
最

寄
り
駅
は
東
武
線
五
反
野
駅
で
し
た
が
、

よ
り
学
校
に
近
接
し
た
新
駅
の
開
業
を
求

め
、
大
森
乙
五
郎
校
長
・
小
倉
隆
教
頭
が

中
心
と
な
り
、
二
八
七
回
に
わ
た
っ
て
鉄

道
省
へ
陳
情
を
行
い
、
土
地
の
無
償
寄
付

を
求
め
て
地
元
有
力
者
を
訪
問
す
る
な
ど

尽
力
し
、
物
資
が
不
足
す
る
戦
時
体
制
下

に
も
か
か
わ
ら
ず
開
業
へ
と
こ
ぎ
つ
け
た

経
緯
が
あ
り
ま
す
（
足
立
区
編　

一
九
七

九
『
足
立
の
今
昔
』
、
足
立
区
立
郷
土
博

物
館
編　

一
九
九
七
『
足
立
風
土
記
稿　

地
区
編
６　

綾
瀬
』
）
。

　

開
業
当
時
は
国
鉄
常
磐
緩
行
線
の
み
の

乗
り
入
れ
で
、
駅
舎
・
線
路
は
地
上
に
あ

り
ま
し
た
。

■
直
通
運
転
の
開
始
と
高
架
化

　

昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
、
帝
都

高
速
度
交
通
営
団
（
現
・
東
京
メ
ト
ロ
）

に
よ
る
綾
瀬―

代
々
木
上
原
を
結
ぶ
地
下

鉄
九
号
線
（
の
ち
の
千
代
田
線
）
の
建
設

と
、
併
せ
て
綾
瀬
駅
に
お
い
て
国
鉄
常
磐

線
と
、
代
々
木
上
原
駅
に
お
い
て
小
田
急

線
と
直
通
運
転
を
行
う
こ
と
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
（
森
口
幸
雄　

一
九
六
七
「
常
磐

線
・
綾
瀬―

松
戸
間
線
増
工
事
」
『
交
通

技
術
』
二
六
七
）
号
）
。

　

当
時
、
常
磐
線
沿
線
で
は
市
街
地
化
が

急
速
に
進
む
一
方
で
、
鉄
道
は
都
心
ま
で

直
通
し
て
い
な
い
た
め
に
乗
換
駅
の
混
雑

が
深
刻
で
し
た
。
直
通
運
転
は
、
こ
の
状

ア
ヤ
セ
カ
メ
ラ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
２

綾
瀬
駅
の
あ
ゆ
み
と

路
線
の
変
化

伊
藤
　
早
穂
子

開業初日の旧綾瀬駅（江北高校提供）昭和18年（1943）

旧綾瀬駅舎（吉田英雄氏提供）撮影年不明



令和８年２月 足 立 史 談 第 696号（４）

足
立
二
丁
目
庚
申
祭
・

二
〇
二
五

　

昨
年
十
二
月
二
十
一
日
、
足
立
二
丁
目

に
て
庚
申
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
庚

申
祭
は
、
戦
前
に
行
わ
れ
て
い
た
行
事
を
、

一
昨
年
（
令
和
六
年
）
に
新
た
な
形
で
復

活
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
午
後
〇
時
五
〇
分
頃
か
ら
始

ま
っ
た
お
囃
子
を
合
図
に
徐
々
に
参
加
者

が
集
ま
り
始
め
、
西
之
宮
稲
荷
神
社
の
神

職
の
到
着
を
待
っ
て
、
十
三
時
ち
ょ
う
ど

に
庚
申
祭
が
始
ま
り
ま
し
た
。
初
め
は
足

立
二
丁
目
三
十
一
番
地
の
庚
申
塔
で
、
神

職
に
よ
る
祝
詞
の

奏
上
と
参
加
者
に

よ
る
玉
串
奉
納
が

行
わ
れ
ま
す
。
そ

れ
が
済
む
と
、
お

囃
子
の
太
鼓
や
長

机
を
自
転
車
の
荷

台
や
リ
ヤ
カ
ー
に

積
み
込
み
、
二
丁

目
三
十
六
番
地
の

庚
申
塔
へ
場
所
を

移
し
、
二
度
目
の

祝
詞
奏
上
と
玉
串

奉
納
を
行
い
ま
し

た
。
十
三
時
四
十

分
頃
に
は
終
了
し
、

十
四
時
頃
か
ら
は

東
町
会
会
館
で
直
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

庚
申
祭
を
主
催
す
る
足
立
東
町
会
で
は
、

廃
品
回
収
や
毎
月
二
十
五
日
の
総
会
な
ど
、

月
に
三
回
ほ
ど
活
動
を
行
い
、
夏
場
に
は

消
毒
剤
の
撒
布
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

お
囃
子
を
奏
で
た
五
反
野
祭
囃
子
保
存
会

は
、
毎
週
土
曜
日
に
西
宮
神
社
で
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は
全
部
で
十

五
名
で
す
が
、
今
回
は
そ
の
う
ち
五
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
庚
申
祭
復
活
の
経
緯
や
、
庚
申

塔
の
建
立
地
に
つ
い
て
は
、
史
談
六
八
四

号
（
二
〇
二
五
年
二
月
号
）
に
詳
し
い
の

で
、
あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
郷
土
博
物
館
）

況
を
踏
ま
え
て
輸
送
力
強
化
と
混
雑
緩
和

を
意
図
し
た
も
の
で
、
常
磐
線
の
複
々
線

化
（
上
下
線
各
二
本
の
合
計
四
本
に
す
る

こ
と
）
と
併
せ
て
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
折
に
、
綾
瀬
駅
は
亀
有
方
面
に
二

〇
〇
メ
ー
ト
ル
移
転
し
て
現
在
と
同
じ
立

地
と
な
り
、
高
架
化
工
事
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
昭
和
四
十
一
年
（
一
九

六
六
）
に
着
工
し
、
昭
和
四

十
七
年
に
綾
瀬―

代
々
木

公
園
間
が
、
昭
和
五
十
三
年

（
一
九
七
八
）
に
代
々
木
公

園―

代
々
木
上
原
間
が
開
通

し
、
実
に
十
二
年
の
歳
月
を

か
け
て
全
通
に
至
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
五
十
四
年
に

は
北
綾
瀬
駅
が
開
業
し
、
現

在
の
東
京
メ
ト
ロ
千
代
田
線
と
同
じ

路
線
と
な
り
ま
し
た
。

■
地
下
鉄
へ
の
期
待

 

今
日
、
地
下
鉄
は
あ
っ
て
当
然
の

も
の
の
よ
う
で
す
が
、
高
度
経
済
成

長
期
に
お
い
て
、
地
下
鉄
は
道
路
の

渋
滞
に
巻
き
込
ま
れ
る
リ
ス
ク
も
な

い
、
大
量
・
高
速
輸
送
の
要
請
に
こ

た
え
る
交
通
手
段
と
し
て
大
い
に
期

待
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
と
り
わ
け
、

常
磐
線
・
小
田
急
線
と
の
直
通
運

転
を
行
う
千
代
田
線
は
、
首
都
圏
の

東
北
方
面
と
西
南
方
面
を
取
り
結
ぶ

「
交
通
の
大
幹
線
」
と
み
な
さ
れ
、

開
業
が
心
待
ち
に
さ
れ
て
い
ま
し
た

（
館
野
豊
・
卜
部
一
誠　

一
九
六
九

「
開
業
迫
る
千
代
田
線
〈
営
団
地
下
鉄
９

号
線
〉
」
『
交
通
技
術
』
二
九
六
号
）
。

ア
ヤ
セ
カ
メ
ラ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
写
真

は
、
人
々
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
て

生
み
出
さ
れ
、
姿
を
変
え
て
き
た
鉄
道
の

あ
ゆ
み
を
今
日
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
郷
土
博
物
館 

専
門
員
）

移
動
し
て
二
か
所
の

庚
申
塔
で
祭
事
が
行

わ
れ
る
。

綾瀬駅の高架化工事
（室井氏提供）撮影年不明

高架化工事中の仮綾瀬駅舎
（室井氏提供）昭和44年（1969）


